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「憲法守れ」の声高く、スタンディング実施！ 

 ５月３日（祝）憲法記念日に 
 五月晴れの５月３日、「憲法守れ」の思いを持った人たちが集

まり、スタンディングをしました。 

自分の思いをプラカードにして持参した人や、SNS でこのス

タンディングを知って初めて参加したという若者もいました。 

 参加団体から代表者などが、マイクで自分の思いを訴えまし

た。その中に初めてスタンディングに参加したという若い女性 

は、憲法への熱い思いと核廃絶についても触れ、最後に「憲法守れ！」「改

憲反対！」のシュプレヒコールをリードして、会場を盛り上げました。 

 憲法が制定されて、７９年目。今までも解釈改憲により、かなり傷つけられ

ていますが、９条はまだまだ本領発揮。トランプのイラン攻撃にも、自衛隊を

派遣せずにすんでいるのは、９条があるおかげ。高市政権になって、改憲の

動きが急になっていますが、それに負けないよう、「憲法守れ」の声を大きく 

上げ、改憲の動きを阻止していきましょう。 

 この日は東京でも「憲法守れ」の集会が開かれ、５万人もの人が集まって、声をあげました。もっと多くの

声を集めて、改憲の動きを止めていきましょう。 

 

「市民の力が大切！」伊藤さん力説す 

    憲法記念日 伊藤千尋さんの講演を聞いて   

  健康の森で、伊藤千尋さんの講演会があり、参加

しました。講演で印象に残ったことのひとつは、９条

の発案者が当時の内閣総理大臣、幣原喜重郎氏だ

ったということです。そのことは資料にも残ってい

るそうで、幣原氏は、自分の発案では賛成を得られ

ないのでアメリカ側に依頼して、そこからの提案に

したということでした。 

 また、この９条は世界の人々にも共感を呼び、コ

スタリカでは、軍隊を持たない国として、軍事費を

教育費に回すなどしてぃることなどが紹介されまし

た。日本では、軍事費が年々上がり暮らしを苦しめ 

ているのにうらやましい限りです。 

 ９条の碑は、日本でも多くのところで建てられてお

り、この碑は、建てることの大切さとともに、その碑を

中心に「９条を守れ」の思いを集約する場でもあると

語っていました。 

 伊藤さんが特に強調されたのは、市民の力です。 

自民党が圧勝し、高市政権になって、改憲の動きが急

になっていますが、それを打ち破るのは、市民の力だ

といっていました。市民がいろいろな形で声をあげ

ていくことが政治を動かすとも言っていました。展望

と力をもらった講演会でした。 （板橋千代子 記） 

 
  スタンディング ６月９日（火）市役所前  ６月１９日（金）イオン・カワチ前   １６時より 

  スタッフ会議 ６月１１日（木） くらら４階  ６月２６日（金）くらら２階  １３時３０分から 
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戦争の時代を生きた「証」 

～平和を願って歩み続けて～ 
 

増田千代子（宮城県名取市在住）記 

前
月
号
（
２
２
３
号
）
の
続
き
・
・
・
。 

【
軍
事
部
で
の
避
難
生
活
と
引
き
揚
げ
】 

や
む
な
く
軍
事
部
住
宅
で
の
生
活
と
な
っ
た

が
、
隣
に
は
吉
林
指
導
大
学
学
長
さ
ん
一
家
が

住
ん
で
お
り
、
同
級
生
の
玲
子
さ
ん
も
い
た
の

で
安
心
し
た
。
小
岳
さ
ん
は
大
分
県
の
お
寺
の

息
子
さ
ん
で
、
父
を
慕
っ
て
参
禅
に
来
て
い
た

方
だ
っ
た
。
毎
朝
馬
に
乗
っ
て
市
内
を
巡
回
し

て
お
り
、
珍
し
い
食
べ
物
を
分
け
て
も
ら
う
な

ど
、
私
た
ち
子
供
に
と
っ
て
大
好
き
な
小
父
さ

ん
で
、
帰
郷
後
も
お
世
話
に
な
っ
た
。 

引
き
揚
げ
が
始
ま
る
ま
で
、
家
に
出
入
り
し

て
い
た
満
人
の
方
々
に
は
親
切
に
し
て
も
ら
っ

た
。
父
を
慕
っ
て
い
た
人
々
だ
っ
た
。
そ
の

後
、
父
の
友
人
た
ち
が
次
々
と
来
て
く
れ
、
弁

護
士
の
内
田
仙
二
さ
ん
を
中
心
に
「
吉
林
市
民

を
守
る
会
」
が
結
成
さ
れ
、
日
本
と
の
連
絡
も

つ
き
、
引
き
揚
げ
の
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。 

し
か
し
、
引
き
揚
げ
が
始
ま
っ
た
の
は
翌
年

の
夏
以
降
だ
っ
た
。 

【
過
酷
な
船
旅
と
佐
世
保
で
の
出
来
事
】 

帰
る
こ
と
が
ほ
ぼ
決
ま
り
、
計
画
が
作
ら
れ

て
か
ら
は
、
大
家
族
の
よ
う
に
肩
を
寄
せ
合
っ

て
暮
ら
し
た
。
父
の
弟
子
や
親
戚
な
ど
、
１６
人

も
の
人
々
が
一
緒
に
住
み
、
食
べ
物
も
な
ん
と

か
不
自
由
せ
ず
引
き
揚
げ
を
待
っ
た
。 

葫
蘆
島
在
留
日
本
人
大
送
還
が
始
ま
り
、
吉

林
省
か
ら
葫
蘆
島
に
貨
車
で
運
ば
れ
る
途
中
、

何
度
も
満
人
に
よ
る
盗
難
に
遭
い
、
怖
い
思
い

を
し
た
。
よ
う
や
く
船
に
乗
っ
て
出
発
し
た

時
は
、
大
き
な
安
堵
感
に
包 

 

を
し
た
。
よ
う
や
く
ア
メ
リ
カ
の
貨
物
船
（
リ

バ
テ
ィ
）
に
乗
っ
て
出
発
し
た
時
は
、
大
き
な

安
堵
感
に
包
ま
れ
た
。
「
さ
ら
ば
中
国
よ
、
さ
ら

ば
吉
林
よ
」
と
祈
り
、
船
底
で
の
５
日
間
の

後
、
佐
世
保
に
到
着
し
た
の
は
良
か
っ
た
が
、

船
内
で
コ
レ
ラ
が
発
生
し
、
延
長
３８
日
。
こ
れ

に
は
参
っ
た
。
さ
ら
に
母
が
栄
養
失
調
で
倒

れ
、
病
院
に
収
容
さ
れ
た
。
「
千
代
子
、
頼
む

よ
」
と
言
わ
れ
、
兄
弟
５
人
、
心
細
か
っ
た

が
、
親
戚
や
お
手
伝
い
の
人
も
お
り
、
皆
で
乗

り
切
っ
た
。 

船
上
で
亡
く
な
っ
た
方
は
菰
に
包
ま
れ
水
葬

さ
れ
た
。
初
め
て
見
る
水
葬
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
た
が
家
族
は
涙
な
が
ら
に
見
送
っ
て
い
た
。 

佐
世
保
で
の
約
一
ヶ
月
の
後
、
よ
う
や
く
下

船
が
許
さ
れ
、
「
Ｄ
Ｄ
Ｔ
」
と
い
う
虫
除
け
の
粉

を
浴
び
て
宿
舎
へ
移
動
し
た
。
母
が
入
院
し
て

い
た
病
院
が
近
く
、
会
い
に
行
く
こ
と
が
で
き

た
。
母
は
、
入
院
中
に
米
や
さ
つ
ま
い
も
や
鍋

ま
で
も
集
め
て
ベ
ッ
ド
の
下
に
貯
め
こ
ん
で
い

た
。
病
院
の
係
の
人
に
聞
い
て
、
石
で
か
ま
ど

を
作
り
、
調
理
し
て
皆
で
食
べ
た
。
ゴ
マ
塩
の

お
に
ぎ
り
が
、
涙
が
出
る
ほ
ど
美
味
し
か
っ

た
。 

【
故
郷
へ
の
長
い
道
の
り
】 

二
日
目
の
朝
、
佐
世
保
か
ら
汽
車
に
乗
っ
て

東
京
へ
向
か
っ
た
。
鈍
行
だ
っ
た
が
、
引
き
揚

げ
列
車
で
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
だ
っ
た
。
品
川
駅
に 

着
く
と
、
「
千
葉
さ
ん
、
千
葉
さ
ん
」
と
連
呼
し

て 
走
っ
て
く
る
男
が
い
て
、
父
が
窓
を
開
け
「
藤
田
、

帰
っ
て
来
た
ぞ
」
と
叫
ぶ
と
そ
の
人
は
「
よ
か
っ

た
、
よ
か
っ
た
」
と
薬
瓶
に
入
れ
た
お
酒
で
乾
杯
し

た
。
上
野
駅
で
は
、
母
の
兄
で
あ
る
秋
葉
今
助
伯
父

さ
ん
が
待
っ
て
い
て
く
れ
、
白
米
の
お
に
ぎ
り
と
煮

物
を
い
た
だ
い
た
。
母
は
、
周
り
に
い
た
子
供
達
に

お
に
ぎ
り
を
分
け
与
え
て
い
た
。
伯
父
は
上
野
駅
に

何
度
も
行
っ
て
引
き
揚
げ
列
車
の
到
着
時
間
を
確
認

し
て
い
た
と
の
こ
と
。
皆
の
親
切
は
有
難
く
、
今
も

忘
れ
な
い
。 

 

上
野
を
出
た
列
車
は
仙
台
か
ら
一
関
へ
。
こ
こ

で
、
親
戚
の
及
川
さ
ん
が
私
た
ち
を
出
迎
え
て
く

れ
、
温
泉
へ
行
っ
た
り
、
帰
朝
歓
迎
会
を
企
画
し
て

く
れ
た
り
、
温
か
い
歓
迎
を
受
け
、
ま
る
で
自
分
の

娘
の
よ
う
に
可
愛
が
っ
て
も
ら
い
、
本
当
に
嬉
し
か

っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
千
代
子
１４
歳
の
時
で
あ

る
。 こ

う
し
て
、
多
く
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
よ
う
や

く
気
仙
沼
駅
に
降
り
立
つ
と
、
伯
母
が
食
糧
を
山
ほ

ど
持
っ
て
出
迎
え
て
く
れ
た
。
皆
で
近
く
の
食
堂
で

お
昼
を
食
べ
、
父
の
友
人
の
タ
ク
シ
ー
会
社
の
大
型

タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
て
、
本
吉
町
津
谷
の
峰
仙
寺
に
帰

宅
し
た
。
父
が
育
っ
た
家
に
よ
う
や
く
帰
っ
て
き

て
、
本
当
に
安
心
し
た
。 

無
事
に
帰
っ
て
こ
ら 

れ
た
こ
と
、
そ
し
て
周 

り
の
人
々
の
温
か
さ
に
、 

た
だ
た
だ
感
謝
す
る
ば 

か
り
で
あ
る
。 

 


